
「
病
院
が
危
機
的
状
況
に
あ

り
、
地
域
医
療
は
崩
壊
寸
前
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
あ
る
日
突

然
、
病
院
が
な
く
な
る
」
と

窮
状
を
訴
え
て
い
る
。

　
し
か
し
政
府
・
厚
労
省
は
、

赤
字
で
悲
鳴
を
上
げ
る
病
院

に
対
し
、
病
床
を
削
減
し
た

場
合
、
１
床
に
つ
き
４
０
０

万
円
超
の
補
助
金
を
支
給
す

る
と
の
病
床
削
減
策
を
推
し

分
の
賃
上
げ
を
実
施
し
て
い

る
が
、
そ
の
原
資
を
確
保
で

き
ず
、
持
ち
出
し
で
対
応
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　
日
本
病
院
会
な
ど
６
病
院

団
体
が
３
月
に
行
っ
た
昨
年

４
月
以
降
の
経
営
状
況
調
査

で
は
、
６
割
以
上
が
赤
字
で

進
め
て
い
る
。
６
月
時
点
で

削
減
病
床
は
１
万
１
２
７
８

床
、
総
額
４
６
２
億
円
に
上

り
、
今
回
の
対
象
に
は
自
治

体
病
院
も
含
ま
れ
て
い
る
。

過
度
な
病
床
削
減
計
画
は
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
応
で
き
な

い
ば
か
り
か
、
各
地
の
診
療

体
制
の
縮
小
・
閉
鎖
の
引
き

金
と
な
っ
て
い
る
。
病
床
削

減
を
条
件
と
し
な
い
、
直
接

的
な
財
政
措
置
が
必
要
だ
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
７

月
８
日
の
発
表
に
よ
る
と
、

２
０
２
５
年
上
半
期
（
１
〜

６
月
）
の
医
療
機
関
の
倒
産

は
35
件
（
病
院
９
件
、
診
療

所
12
件
、歯
科
医
院
14
件
）で
、

過
去
最
多
の
ペ
ー
ス
と
な
っ

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
物
価
・

人
件
費
の
上
昇
に
よ
る
収
益

性
悪
化
や
、
建
物
の
老
朽
化
、

経
営
者
の
高
齢
化
な
ど
が
あ

る
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
推
移
し
た

場
合
、
年
間
倒
産
件
数
は
初

め
て
70
件
に
達
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
予
測
し
た
。
医
療

機
関
経
営
が
厳
し
さ
を
増
す

中
、
地
域
か
ら
医
療
機
関
が

な
く
な
る
事
態
が
い
よ
い
よ

現
実
味
を
帯
び
て
い
る
。

　
保
団
連
、
協
会
・
医
会
は
、

物
価
高
騰
や
職
員
の
賃
金
問

題
で
経
営
が
苦
し
い
医
療
機

関
へ
の
財
政
措
置
及
び
診
療

報
酬
引
き
上
げ
を
求
め
、
６

月
に
厚
労
省
と
財
務
省
に
要

請
を
行
っ
た
。
厚
労
省
か
ら

は
伊
原
事
務
次
官
、
財
務
省

か
ら
は
吉
野
主
計
局
次
長
が

対
応
し
、「
医
療
機
関
の
苦
し

い
経
営
状
況
を
承
知
し
て
い

る
。
診
療
報
酬
改
定
に
つ
な

が
る
的
を
射
た
手
当
を
し
て

い
き
た
い
」
と
応
じ
た
。

　
７
月
16
日
の
中
医
協
総
会

で
は
２
０
２
６
年
改
定
に
向

け
た
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
ま
ず
は
早
急
な
財
政
措

置
、
期
中
改
定
の
実
現
を
強

く
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
７
月
５
日
、阿
部
等
氏
（
株

式
会
社
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
社
長
）

を
招
き
「
北
の
鉄
路
の
活
用

に
よ
る
令
和
の
日
本
列
島
改

造
」
を
テ
ー
マ
に
文
化
講
演

会
を
開
催
し
た
。

上
と
人
口
増
加
に
寄
与
す
る
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
最
後
に
阿
部
氏
は
「
鉄
道

を
不
便
な
ま
ま
残
す
の
で
は

な
く
、
知
恵
と
費
用
を
投
じ

て
活
か
す
具
体
策
は
多
く
、

魅
力
度
の
高
い
北
海
道
は
令

和
の
日
本
列
島
改
造
を
け
ん

引
で
き
る
」
と
述
べ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
参
加
者
か

ら
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、「
斬
新

で
夢
の
あ
る
お
話
だ
っ
た
」

「
大
変
示
唆
に
富
み
希
望
が
持

て
る
内
容
だ
っ
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
盛
況
だ
っ
た
。

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
政
府
の
診
療
報
酬
の
マ
イ

ナ
ス
改
定
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
化
、
今
後
の
高

額
療
養
費
限
度
額
引
き
上
げ

等
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
診

療
報
酬
の
削
減
が
行
わ
れ
、

医
療
機
関
等
の
経
営
悪
化
や

大
き
な
患
者
負
担
増
が
懸
念

さ
れ
る
。
ま
た
、
医
薬
品
の

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
等
で
国
民
の
利
便

性
が
改
善
さ
れ
る
と
誤
解
さ

れ
が
ち
だ
が
、
セ
ル
フ
メ
デ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
な
ど

で
医
療
安
全
が
脅
か
さ
れ
、

国
民
の
自
己
負
担
増
を
突
き

付
け
ら
れ
て
い
る
▼
昨
今
の

物
価
高
騰
は
、
医
療
者
や
患

者
の
経
済
的
負
担
を
更
に
増

し
、
生
活
困
窮
者
の
急
増
が

見
込
ま
れ
、
特
に
医
療
機
関

や
介
護
事
業
所
の
運
営
は
困

難
を
極
め
て
い
る
▼
石
破
総

理
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の

関
税
交
渉
に
よ
り
、
国
内
経

済
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
対

米
貿
易
黒
字
の
削
減
、
更
に

米
国
は
日
本
の
防
衛
予
算
拡

大
の
要
求
、
日
本
経
済
へ
の

下
押
し
圧
力
等
が
報
道
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
財
源
確
保
の

た
め
に
も
、
政
府
は
医
療
費

等
の
社
会
保
障
費
削
減
を
一

層
推
し
進
め
る
恐
れ
が
あ
る

▼
ト
ラ
ン
プ
関
税
交
渉
や
大

阪
で
行
わ
れ
て
い
る
万
博
開

催
は
こ
う
し
た
日
米
の
政
権

運
営
や
、
政
府
の
社
会
保
障

政
策
や
国
民
の
関
心
を
低
下

さ
せ
る
懸
念
が
あ
り
、
注
視

が
必
要
で
あ
る
。

橋本 透
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主な目次

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
ど
さ
ん
こ
通
信
１
７
９

（
釧
路
市
）

解
説「
次
期
改
定
へ『
外
来
』

『
入
院
』を
議
論
」

…
面
２

●
時
論
「
高
額
療
養
費
制
度
改
悪

に
大
義
な
し
」

●
…
面
３

●
…
面
４

●
会
員
訪
問

読
後
感

●

院
・
病
院
経
営
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
保
団
連

調
査
で
は
65・５
％
の
医
療
機

関
が
昨
年
１
月
か
ら
減
収
と

な
り「
光
熱
費
や
材
料
費
の
高

騰
、人
件
費
が
診
療
報
酬
で
は

補
填
で
き
て
い
な
い
」と
の
回

答
が
９
割
を
超
え
て
い
る
。

　
経
営
が
厳
し
い
中
で
も
人

材
確
保
の
た
め
、
約
８
割
の

医
療
機
関
が
２
０
２
４
年
度

　
長
年
に
わ
た
る
社
会
保
障

費
の
自
然
増
抑
制
の
た
め
の

診
療
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
に

よ
り
、
医
療
機
関
の
経
営
基

盤
は
脆
弱
化
し
て
き
た
。
そ

こ
へ
光
熱
費
や
医
療
材
料
費

な
ど
の
物
価
高
騰
が
加
わ
り
、

経
費
が
大
幅
に
増
加
し
、
医

療
制
度
に
お
け
る
２
割
負
担

と
配
慮
措
置
の
内
容
な
ど
、

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
な

が
ら
解
説
し
た
。
さ
ら
に
、

患
者
の
一
部
負
担
金
を
軽
減

す
る
制
度
に
つ
い
て
も
要
点

を
示
し
て
説
明
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
入
社
し

て
日
が
浅
い
の
で
大
変
た
め

に
な
っ
た
」「
窓
口
業
務
に
役

立
つ
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
」「
今
後
に
活

か
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
、
好
評
だ
っ
た
。

や
す
く
解
説
し
た
。

　
前
半
で
は
、
保
険
診
療
の

仕
組
み
、
資
格
確
認
の
手
続

き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
た
。

　
後
半
で
は
、
公
費
負
担
医

療
の
助
成
制
度
、
高
齢
者
医

　
８
月
２
日
「
歯
科
ス
タ
ッ

フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で

開
催
し
、
31
医
療
機
関
が
参

加
し
た
。

　
講
師
は
歯
科
部
保
険
担
当

の
林
明
宏
理
事
と
大
岩
大
祐

理
事
が
務
め
、
窓
口
業
務
に

必
要
な
基
礎
知
識
を
わ
か
り

医
院
経
営
を

　
　
　

め
ぐ
る
状
況

　

医
療
機
関
経
営
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
長
年
の
社
会
保
障
費
の
自
然
増
抑

制
に
加
え
、
物
価
高
騰
が
重
な
り
、
経
費
が
大
幅
に
増
加
し
、
医
院
・
病
院
経
営
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
早
急
な
財
政
措
置
、
期
中
改
定
の
実
現
が
必
要
だ
。

北海道保険医会
公式SNS

ぜひフォローを
お願いします！

X
（旧Twitter）

Facebook

Instagram

林 明宏 理事

　
石
塚
文
化
厚
生
部
長
の
司

会
の
も
と
、
橋
本
会
長
の
挨

拶
に
続
き
講
演
が
始
ま
っ
た
。

阿
部
氏
は
『
財
界
さ
っ
ぽ
ろ
』

で
の
連
載
を
紹
介
し
つ
つ
、

「
先
人
が
遺
し
た
北
の
鉄
路
の

膨
大
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活

か
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
と
く
に
「
Ｊ
Ｒ
経
営
安
定

化
の
た
め
国
か
ら
の
十
分
な

補
助
が
急
務
」
と
指
摘
。「
運

行
本
数
の
増
加
と
所
要
時
間

短
縮
で
鉄
道
の
利
便
性
が
高

ま
れ
ば
、
都
市
部
だ
け
で
な

く
北
海
道
全
体
の
活
性
化
に

繋
が
る
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
な
る
活
用
策
の
一
つ

と
し
て
北
海
道
新
幹
線
を
挙

げ
「
貨
物
新
幹
線
導
入
」
を

提
唱
。
北
海
道
と
本
州
間
の

物
流
高
速
化
を
主
張
し
、「
鉄

道
活
用
で
全
道
の
生
産
性
向

（
Ｋ
Ｔ
）

窓口業務を
わかりやすく整理

歯科スタッフセミナー

医
療
機
関
の
経
営
危
機
打
開
に
向
け
て

厳
し
い
病
院
経
営
の

最
中
で
病
床
削
減
を
強
行

医
療
機
関
の
倒
産

打
開
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　

要
請

大岩 大祐 理事

2025年 公開医政講演会
高額療養費制度について

お問い合わせは本会事務局政策部まで  TEL011-231-6281

●講　　師 ： 日本福祉大学名誉教授
　　　　　　二木　立　氏
●日　　時 ： 10月11日（土）
　　　　　　15：00～16：30

●参加形式 ： 会場またはオンライン参加

●場　　所 ： 北海道医師会館
　　　　　　８階会議室
　　　　　　（札幌市中央区大通西６丁目６番地）
●定　　員 ： 会場先着100名

〈申込フォーム〉

講演の模様は下記QRより
ご視聴いただけます。

参加
無料

「北の鉄路」利用による
活性化とは
文化講演会

講師の阿部 等 氏



の
結
果
、
特
定
疾
患
療
養
管

理
料
の
算
定
回
数
は
激
減
し
、

患
者
の
主
傷
病
名
は
気
管
支

喘
息
や
慢
性
胃
炎
な
ど
に
移

っ
た
。
一
方
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
な
ど
の
外
来
患
者
は
生

活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅱ
）
で

の
算
定
が
多
数
を
占
め
た
。

　

支
払
側
は
「
一
定
の
政
策

効
果
が
現
れ
て
い
る
」
と
評

価
し
た
上
で
、「
外
来
管
理
加

算
と
併
せ
て
必
要
に
応
じ
て

さ
ら
に
見
直
し
を
検
討
す
べ

き
」
と
述
べ
た
。

　
診
療
側
は
「
24
年
度
改
定

で
現
場
は
対
応
に
苦
慮
し
た
。

影
響
を
検
証
す
べ
き
」
と
慎

重
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

　
生
活
習
慣
病
対
策
で
は
、

24
年
度
改
定
で
特
定
疾
患
療

養
管
理
料
か
ら
糖
尿
病
・
高

血
圧
・
脂
質
異
常
症
が
除
外

さ
れ
、
新
た
に
生
活
習
慣
病

管
理
料
（
Ⅱ
）
が
創
設
。
そ

浮
上
し
て
い
る　
　
。

　
支
払
側
は
「
報
告
制
度
は

１
号
機
能
が
現
行
の
診
療
報

酬
評
価
か
ら
抜
け
落
ち
て
い

る
」
と
し
、
施
設
基
準
の
抜

本
的
見
直
し
を
主
張
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
診
療
側
は「
報

告
制
度
は
地
域
全
体
を
面
と

し
て
、
か
か
り
つ
け
医
機
能

提
供
体
制
構
築
を
目
指
す
も

の
。
診
療
報
酬
と
直
結
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
応
じ
、

地
域
包
括
診
療
料
等
の
評
価

対
象
外
の
医
療
機
関
も
多
い

現
実
を
踏
ま
え
幅
広
い
評
価

を
求
め
た
。

が
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」

で
あ
る
。
25
年
４
月
施
行
の

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制

度
」
は
、
来
年
１
〜
３
月
に

医
療
機
関
の
初
回
報
告
を
迎

え
る
。
診
療
報
酬
で
は
す
で

に
地
域
包
括
診
療
料
・
加
算

や
機
能
強
化
加
算
等
、
体
制

整
備
な
ど
に
関
す
る
報
酬
上

の
評
価
も
あ
る
が
、
報
告
事

項
と
診
療
報
酬
の
考
え
方
に

ず
れ
が
あ
る
な
ど
の
問
題
が

厚
労
省
は
人
口
減
少
に
伴
い
、

外
来
需
要
は
将
来
的
に
減
少

す
る
一
方
、
高
齢
化
率
上
昇

に
よ
り
要
支
援
・
要
介
護
高

齢
者
の
割
合
が
増
す
と
説
明
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
外
来
医

療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

を
求
め
た
。

　

特
に
議
論
が
集
中
し
た
の

　
７
月
16
日
、
中
医
協
総
会

は
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
た
第
１
巡
目
の
議
論
を

開
始
し
た
。
同
日
は
「
外
来

医
療
」
を
テ
ー
マ
と
し
①
か

か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度

の
外
来
に
お
け
る
診
療
報
酬

上
の
評
価
の
在
り
方
②
生
活

習
慣
病
対
策
の
推
進
③
外
来

機
能
の
分
化
の
推
進
④
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
適
切
な
推
進

―
な
ど
が
論
点
と
な
っ
た
。

表

か
か
り
つ
け
医
機
能
の

評
価
を
巡
る
対
立
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高
額
療
養
費
制
度

　
　
改
悪
に
大
義
な
し

　
近
年
の
急
速
な
高
齢
化

や
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴

い
、
公
的
医
療
保
険
の
財

政
が
悪
化
し
て
い
る
。
政

府
で
も
給
付
見
直
し
の
議

論
が
進
め
ら
れ
、
24
年
12

月
、
現
役
世
代
の
保
険
料

負
担
の
軽
減
等
を
理
由
に
、

高
額
療
養
費
制
度
の
改
正

方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

25
年
８
月
か
ら
、
１
カ

月
あ
た
り
の
高
額
療
養
費

制
度
の
自
己
負
担
限
度
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先

の
通
常
国
会
で
患
者
や
家

族
の
強
い
反
対
を
受
け
て

議
論
は
紛
糾
し
、
衆
議
院

で
可
決
し
た
予
算
案
を
再

修
正
し
、
見
直
し
は
一
時

ま
で
に
見
直
し
の
方
針
を

決
定
す
る
旨
を
掲
げ
た
。

参
議
院
選
挙
後
に
審
議
を

開
始
し
、
医
療
費
抑
制
に

向
け
て
制
度
の
見
直
し
を

進
め
た
い
狙
い
が
う
か
が

え
る
。
ま
た
、
少
子
化
対

策
の
財
源
３
・
６
兆
円
を

確
保
す
る
た
め
医
療
・
介

護
の
社
会
保
障
費
を
１
兆

円
削
減
す
る
方
針
に
変
更

は
な
く
、
引
き
続
き
注
視

が
必
要
で
あ
る
。
全
世
代

に
打
撃
と
な
る
高
額
療
養

費
制
度
の
改
悪
は
直
ち
に

撤
回
す
べ
き
で
あ
り
、
世

論
の
強
い
後
押
し
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
本
会
で

は
引
き
続
き
反
対
を
訴
え

て
い
く
。

凍
結
さ
れ
見
送
り
と
な
っ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

当
初
は
、
25
年
８
月
に
現

行
の
所
得
区
分
に
基
づ
い

た
引
き
上
げ
を
行
っ
た
う

え
で
、
26
年
８
月
に
は
所

得
区
分
を
５
区
分
か
ら
13

区
分
に
細
分
化
し
、
27
年

８
月
に
新
し
い
区
分
に
基

づ
き
最
終
的
な
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
時
間
を
か
け
て
制

度
の
在
り
方
を
再
検
討
す

る
機
運
が
高
ま
っ
た
。

　
高
額
療
養
費
制
度
は
重

要
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
だ
。
重
篤
な
疾
患
で
治

療
を
継
続
し
て
い
る
患
者

に
さ
ら
な
る
負
担
を
強
い

て
、
財
源
を
捻
出
す
る
手

法
そ
の
も
の
が
社
会
保
障

の
概
念
と
は
相
容
れ
な
い

も
の
で
あ
り
、
公
的
医
療

保
険
の
仕
組
み
を
根
幹
か

ら
突
き
崩
す
も
の
で
あ
る
。

自
己
負
担
限
度
額
引
き
上

げ
で
「
治
療
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
思
わ
せ

る
だ
け
で
も
、
今
回
の
制

度
改
悪
に
大
義
も
道
理
も

な
い
。
慢
性
疾
患
を
抱
え

て
い
る
人
や
、
が
ん
の
治

療
中
の
人
を
含
む
長
期
療

養
者
に
と
っ
て
、
高
額
療

養
費
制
度
は
治
療
継
続
の

生
命
線
と
な
っ
て
お
り
、

自
己
負
担
限
度
額
の
引
き

上
げ
が
治
療
の
断
念
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
政
府
は
、
６
月
13
日
に

骨
太
の
方
針
２
０
２
５
を

閣
議
決
定
し
、
今
年
の
秋

床
数
は
24
年
８
月
時
点
で
33

万
４
９
６
０
床
と
前
年
か
ら

約
１
万
３
０
０
０
床
減
少
し

た
。
背
景
に
は
24
年
度
改
定

で
の
平
均
在
院
日
数
や
「
重

症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
」

の
厳
格
化
が
あ
る
。

　
厚
労
省
は
「
急
性
期
医
療

の
評
価
の
指
標
に
は
平
均
在

院
日
数
や
重
症
度
、
医
療
・

看
護
必
要
度
等
の
ほ
か
、
総

合
入
院
体
制
加
算
や
急
性
期

充
実
体
制
加
算
に
お
い
て
は

救
急
搬
送
件
数
や
手
術
件
数

と
い
っ
た
総
合
性
を
用
い
て

い
る
」
と
し
、
適
切
な
評
価

を
通
じ
て
急
性
期
医
療
が
役

割
を
発
揮
し
、
地
域
の
効
率

的
な
医
療
体
制
構
築
に
つ
な

げ
た
い
考
え
を
示
し
た
。

　
包
括
期
入
院
医
療
は
、
リ

ハ
ビ
リ
・
栄
養
・
口
腔
管
理

の
一
体
的
取
組
を
推
進
し
、

早
期
の
在
宅
復
帰
を
め
ざ
す

「
包
括
期
機
能
」
と
し
て
新
た

に
位
置
づ
け
た
と
報
告
。
24

年
度
の
改
定
で
創
設
さ
れ
た

地
域
包
括
医
療
病
棟
は
25
年

３
月
時
点
で
１
４
９
施
設
が

届
出
済
み
と
な
っ
た
。

　
慢
性
期
医
療
に
つ
い
て
は
、

療
養
病
床
や
在
宅
医
療
、
介

護
施
設
を
含
め
た
体
制
構
築

の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。
24

年
度
改
定
で
は
、
療
養
病
棟

入
院
料
は
医
療
区
分
・Ａ
Ｄ

Ｌ
区
分
で
細
分
化
さ
れ
、
療

養
病
棟
入
院
料
１
で
は
医
療

区
分
２
・
３
の
患
者
が
８
割

以
上
と
い
う
要
件
を
満
た
さ

な
い
医
療
機
関
が
見
ら
れ
る

一
方
、
同
入
院
料
２
で
は
大

半
が
医
療
区
分
２
・
３
の
患

者
が
５
割
以
上
の
要
件
を
満

た
し
て
い
た
。
ま
た
、
24
年

度
改
定
に
お
い
て
中
心
静
脈

栄
養
の
医
療
区
分
の
細
分
化

や
経
腸
栄
養
管
理
加
算
の
新

設
が
あ
っ
た
も
の
の
、
中
心

静
脈
栄
養
の
実
施
率
は
大
き

く
変
化
し
て
い
な
い
。

　
議
論
を
通
じ
、
支
払
側
は

「
病
床
機
能
と
医
療
機
関
機
能

を
組
み
合
わ
せ
て
、
診
療
報

酬
で
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る

の
か
。
体
系
的
な
立
て
付
け

の
整
理
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

急
性
期
一
般
入
院
料
１
の
届

出
病
床
数
の
大
幅
減
に
つ
い

て
「
７
対
１
病
棟
の
集
約
化

や
包
括
期
病
棟
へ
の
転
換
が

一
定
程
度
図
ら
れ
、
改
定
効

果
が
出
て
い
る
」
と
評
価
。

「
10
対
１
病
棟
（
急
性
期
一
般

　
７
月
23
日
に
は
「
入
院
医

療
」
に
関
す
る
議
論
が
開
始

さ
れ
た
。急
性
期
、包
括
期（
回

復
期
を
再
編
・
改
称
）、
慢
性

期
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
、
厚

労
省
は
最
新
デ
ー
タ
を
提
示

し
た
。

　
急
性
期
一
般
入
院
料
１（
看

護
配
置
７
対
１
）
の
届
出
病

と
し
「
医
療
機
関
が
存
続
し
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
視
点
で

の
議
論
が
不
可
欠
」
と
訴
え

た
。
求
め
ら
れ
る
の
は
「
病

院
を
直
し
支
え
る
改
定
」
で

あ
り
、
機
能
分
化
や
集
約
化

は
時
間
を
か
け
段
階
的
に
進

め
る
べ
き
だ
と
強
調
し
た
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　
機
能
分
化
等
は
国
の
重
要

課
題
だ
が
、現
場
か
ら
は
「
経

営
の
持
続
性
確
保
こ
そ
先
決
」

と
の
声
が
相
次
ぐ
。
物
価
高

や
人
件
費
上
昇
で
資
金
繰
り

が
逼
迫
し
、
地
域
を
支
え
る

医
療
機
関
が
閉
院
に
追
い
込

ま
れ
る
事
態
が
増
加
し
て
い

る
。
地
域
の
医
療
提
供
体
制

に
支
障
を
来
す
よ
う
な
拙
速

な
改
革
は
住
民
の
命
と
健
康

を
脅
か
し
か
ね
な
い
。

　
年
末
に
か
け
議
論
は
本
格

化
す
る
。
効
率
と
機
能
分
化

を
掲
げ
つ
つ
も
、
現
場
を
支

え
地
域
医
療
を
守
る
視
点
を

欠
い
た
改
定
は
許
さ
れ
な
い
。

２
〜
６
）
の
役
割
に
つ
い
て
、

入
院
料
区
分
の
再
編
も
含
め

た
議
論
を
す
べ
き
で
あ
り
、

今
後
の
検
証
が
必
要
」
と
課

題
を
投
げ
か
け
た
。

　
一
方
、
診
療
側
は
「
病
院

経
営
は
過
去
に
な
い
危
機
に

あ
る
。
最
大
の
要
因
は
診
療

報
酬
水
準
の
低
さ
だ
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。
重
症
度
、

医
療
・
看
護
必
要
度
が
改
定

の
た
び
に
厳
格
化
さ
れ
、
現

場
が
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

　

中
医
協
総
会
は
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
、
個
別
項
目
の
議
論
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
７
月
16
日
は
「
外
来
」、
23
日
は
「
入
院
」
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
、
厚
労
省
は
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
巻
く
課
題
や
論
点
を
提
示

し
、出
席
委
員
に
意
見
を
求
め
た
。
本
稿
で
は
議
論
の
内
容
を
概
説
す
る
。

　
生
活
習
慣
病
対
策
で
は

24
年
度
改
定
で
特
定
疾
患
療

養
管
理
料
か
ら
糖
尿
病
・
高

血
圧
・
脂
質
異
常
症
が
除
外

さ
れ
、
新
た
に
生
活
習
慣
病

浮
上
し
て
い
る　
　
。

　
支
払
側
は
「
報
告
制
度
は

表

　

中
医
協
総
会
は
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
、
個
別
項
目
の
議
論
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
７
月
6
日
は
「
外
来
」、
3
日
は
「
入
院
」
を
テ
ー

次
期
改
定
へ「
外
来
」「
入
院
」を
議
論

７
月
中
医
協
総
会

解　説

生
活
習
慣
病
対
策
と

特
定
疾
患
療
養
管
理
料

入
院
医
療
改
革
の

　
　
　
　
　

焦
点

経
営
を
再
建
し
得
る

　
　
　
　
　

改
定
を

表 医療法のかかりつけ医機能報告と現行の診療報酬の比較（中医協総会資料）
下線：時間外対応加算・機能強化加算で体制整備を評価している機能

医療法上の主なかかりつけ医機能
機能の院内掲示による公表

服薬の一元管理の実施

通常の診療時間外の診療

介護サービス等との連携
法定健診・検診
定期予防接種
学校医・警察医

かかりつけ医機能に関する
研修等の修了
一次診療の対応が可能な
診療領域・疾患
全国医療情報プラットフォーム
の参加・活用

入退院時の支援

在宅医療の提供

産業医
臨床研修医等の教育

機能強化加算の掲示要件

機能強化加算、地域包括診療科・加算等
時間外対応加算、地域包括診療科・加算、小児かかりつけ診療料
在宅療養支援診療所・病院等
在宅療養支援診療所・病院、在宅療養後方支援病院、
地域包括ケア病棟入院料、入退院支援加算等
在宅療養支援診療所・病院、地域包括診療料・加算等
地域包括診療料・加算、機能強化加算等

（療養・就労両立支援指導料）
-

機能強化加算、生活習慣病管理料（Ⅰ）（Ⅱ）、地域包括診療料・加算
機能強化加算、地域包括診療料・加算、小児かかりつけ診療料
機能強化加算、小児かかりつけ診療料

地域包括診療料・加算の研修要件

-

医療DX推進体制整備加算等

関連する主な現行の診療報酬

1号機能
（日常的な
診療の総
合的・継続
的実施）

2号機能

その他
報告事項
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ど
専
門
的
な
内
容
で
は
あ
る

が
、
過
去
の
災
害
事
例
や
未

来
へ
の
展
望
な
ど
教
科
書
で

習
っ
た
知
識
を
整
理
し
な
が

ら
日
常
的
な
視
点
で
物
語
の

よ
う
な
構
成
で
語
ら
れ
て
い

る
。
　
先
日
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半

島
地
震
に
よ
る
津
波
の
記
憶

も
新
し
い
中
、
今
後
高
確
率

で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
、

北
海
道
に
お
い
て
は
根
室
沖

地
震
に
向
け
、
ぜ
ひ
一
読
し

て
お
い
て
損
は
無
い
と
思
わ

れ
る
一
冊
で
あ
る
。

　
「
地
震
」「
火
山
」
と
共
存

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
の
日
本

に
お
い
て
、
日
本
列
島
の
成

り
立
ち
や
地
震
、
津
波
、
火

山
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
地

学
の
視
点
か
ら
京
大
名
誉
教

授
が
講
義
形
式
で
図
表
や
イ

ラ
ス
ト
を
用
い
て
初
心
者
で

も
理
解
で
き
る
よ
う
非
常
に

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

る
。
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク

ス
や
火
山
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な

（
М
・
Ｓ
）

行
え
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ま
す
。

―
ご
家
族
は

　
妻
と
二
人
暮
ら
し
で
す
。

妻
は
他
の
病
院
で
看
護
師
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

―
ご
趣
味
は

　
旅
行
で
す
。
神
社
仏
閣
巡

り
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
特

に
奈
良
に
は
何
度
も
行
っ
て

い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
流
行
後
か
ら
行
か
な
く

な
り
、
最
近
は
仕
事
が
落
ち

着
か
ず
あ
ま
り
行
け
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
ろ
そ
ろ
再
開
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
茨
戸
病
院
は
今
年
で
開
院

52
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
少

し
ず
つ
形
を
変
え
な
が
ら
長

き
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
携

患者さんと
ご家族に寄り添う診療を

茨戸病院　石狩市167167

略歴
苫小牧市出身。札幌医科大学を卒業

後、同大学第3内科入局。大学病院、関連
病院等で呼吸器内科診療に従事。
　2019年4月より茨戸病院に勤務し、
2024年4月院長就任。2024年12月理事
長就任。

き
継
ぎ
も
な
い
ま
ま
病
院
運

営
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
う
え
１
年
も
経
た
な
い

う
ち
に
突
然
理
事
長
を
引
き

継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
医
師
不
足
な
ど
体
制
の
整

わ
な
い
中
で
、
診
療
体
制
を

維
持
す
る
の
が
や
っ
と
の
状

態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
、
当
初
は
大
変
苦
労
し
ま

し
た
。
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
協

力
も
あ
り
、
ま
た
常
勤
医
も

―
本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
保
険
診
療
に
必
要
な
情
報

を
得
ら
れ
る
と
考
え
、
院
長

就
任
を
機
に
入
会
し
ま
し
た
。

―
ご
専
門
は

呼
吸
器
内
科
で
す
が
、
現

在
は
一
般
内
科
診
療
、
高
齢

者
医
療
を
主
体
と
し
た
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
や
う

　
れ
し
か
っ
た
こ
と

前
院
長
の
急
な
引
退
で
引

充
足
し
た
こ
と
で
や
っ
と
通

常
の
診
療
が
可
能
な
状
態
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

間
患
者
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

―
診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
当
院
は
高
齢
の
患
者
さ
ん

が
多
く
、
病
状
理
解
や
自
己

管
理
に
難
が
あ
る
方
が
少
な

く
な
い
た
め
、
患
者
さ
ん
本

人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
を

交
え
て
の
相
談
が
必
要
な
ケ

ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
症
や
日
常
生

活
に
制
限
が
あ
り
、
通
常
の

治
療
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
多

い
た
め
、
疾
病
の
み
な
ら
ず

生
活
環
境
や
家
族
背
景
も
考

え
な
が
ら
患
者
さ
ん
の
状
況

に
合
わ
せ
て
適
正
な
診
療
が

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
多

く
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
診
療

　
を
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
か

　
ら
の
厚
い
信
頼
に
つ
な
が
っ

　
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
聞
き
手
　
事
務
局
能
登
谷
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
５
年
度
歯
科
部
事
業
に
つ
い
て

・
他
団
体
（
技
工
士
会
・
衛
生
士
会
）
と
の
懇
談
会

    

…
出
席
理
事
を
確
認
し
た
。

・
歯
科
市
民
集
会

    

…
ち
ら
し
・
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
選
定
し
た
。

・
札
幌
歯
科
医
師
会
と
の
懇
談
会

    

…
開
催
日
時
と
会
場
を
検
討
し
た
。

・
保
険
診
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

    

…
原
稿
案
を
確
認
し
た
。

②
街
頭
宣
伝
行
動
に
つ
い
て

   

・  

当
日
の
発
表
者
を
検
討
し
た
。

③
そ
の
他

   

・  

歯
科
保
険
診
療
研
究（
９
／
５
号
）の
確
認
を
行
っ
た
。

第
５
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
８
月
13
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※
次
回
２
０
２
５
年
度
第
６
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…
９
月
10
日（
水
）午
後
７
時

［お詫び］ 7月20日号３面「共済制度のご案内」において、グループ保険の
受託生命保険会社の誤解を招くような表記がありました。正しくは上記と
なります。訂正してお詫び申し上げます。

※お申込みの際は必ずパンフレットをご確認ください。
※グループ保険の募集は受託生命保険会社職員（富国・大樹・第一・日本・ソニー）と協力して行っています。
募集期間中は職員からご案内させていただくこともありますので、ぜひご面談の機会をいただけますよう
お願いします。

宮崎　修光 先生
みやざき なおみつ

釧路の夕焼け

▲優勝賞品を受け取る安斉千裕先生（右）

ら
し
」
の
実
績
に
お
い
て
13

年
連
続
ナ
ン
バ
ー
１
に
な
り

ま
し
た
。

　
医
師
不
足
や
医
師
の
高
齢

化
等
、
全
国
的
な
医
療
を
取

り
巻
く
課
題
は
釧
路
市
に

と
っ
て
も
例
外
で
は
な
く
、

特
に
、
小
児
科
医
療
で
は
、

開
業
医
の
高
齢
化
が
進
み
、

将
来
の
医
療
体
制
の
維
持
が

危
惧
さ
れ
、
ま
た
、
精
神
科

医
療
で
は
、
新
規
患
者
の
予

約
待
ち
が
長
期
化
し
て
い
る

中
、
閉
院
や
縮
小
が
相
次
ぎ
、

危
機
的
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
５
年
４

月
よ
り
、
新
た
に
小
児
科
又

は
精
神
科
を
有
す
る
診
療
所

等
を
開
設
す
る
医
師
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
最
大
５
千
万

円
助
成
す
る
「
釧
路
市
診
療

所
等
開
設
助
成
金
」
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
４
件
の
利
用
実

績
が
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
小
児
科
及
び
精
神
科
を

取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
が
、
良

好
な
医
療
環
境
の
下
で
安
心

し
て
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
関
係
者
の
皆
様
に

は
、本
稿
を
契
機
に
、釧
路

東
北
海
道
の
中
核
・
拠
点
都

市
と
し
て
社
会
、
経
済
、
文

化
の
中
核
的
な
機
能
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
天
然
記
念
物

「
タ
ン
チ
ョ
ウ
」
や
「
阿
寒
湖

の
マ
リ
モ
」
を
は
じ
め
と
す

る
世
界
的
に
も
貴
重
で
魅
力

あ
ふ
れ
る
地
域
資
源
が
豊
富

で
す
。

　
さ
ら
に
、
夏
で
も
最
高
気

温
が
20
度
前
後
と
涼
し
く
、

令
和
５
年
度
の
長
期
滞
在
者

は
２
０
２
６
人
と
な
り
、「
北

海
道
体
験
移
住
ち
ょ
っ
と
暮

　
釧
路
市
は
北
海
道
の
東
部
、

太
平
洋
岸
に
位
置
し
、「
釧
路

湿
原
」「
阿
寒
摩
周
」
の
二
つ

の
国
立
公
園
を
は
じ
め
と
す

る
雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

釧
路
市

2025年（令和7年）9月5日

ら
し
」
の
実
績
に
お
い
て
13

年
連
続
ナ
ン
バ
ー
１
に
な
り

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
５
年
４

東
北
海
道
の
中
核
・
拠
点
都

市
と
し
て
社
会
、
経
済
、
文

　
釧
路
市
は
北
海
道
の
東
部
、

釧
路
市

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
確
保
へ

市
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
７
月
６
日
、
札
幌
国
際
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
島
松
コ
ー

ス
に
て
、
札
幌
・
石
狩
支
部

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
、

７
名
が
参
加
し
た
。
当
日
は

札
幌
市
内
は
気
温
が
高
か
っ

た
も
の
の
、
会
場
の
北
広
島

市
は
比
較
的
涼
し
く
、
心
地

よ
い
風
も
あ
り
、
快
適
な
プ

レ
ー
日
和
と
な
っ
た
。

　
競
技
の
結
果
は
札
幌
市
東

区
の
安
斉
千
裕
先
生
が
見
事

優
勝
。
プ
レ
ー
後
は
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
で
懇
親
会
と
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

第
51
回
　
札
幌・石
狩
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

安
斉
千
裕
先
生
が
優
勝
！

■成績表（ダブルペリア・敬称略）
順位 氏名 グロス ネット

優勝

準優勝

3位

安斉　千裕

梅原　次男

司馬　英三

74.8

75.4

75.6

94

91

96

申
込

43歳男性の加入例
保険金額　6,000万円
月額保険料　9,840円

過去5年平均の配当金は

（配当率31％に基づき計算）
保険料 3.7カ月分

鎌
田
浩
毅
著

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

大
人
の
た
め
の
地
学
の
教
室

「
地
震
」と「
火
山
」の
国
に
暮
ら
す
あ
な
た
に
贈
る



北 海 道 保 険 医 新 聞 第1055号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2025年（令和7年）9月5日 （4）

睡眠時無呼吸症候群に対する
口腔内装置について

　本装置は、上顎および下顎に装着し１装置として使用す
るもので、医科の保険医療機関または医科歯科併設医療
機関の担当科医師から、診療情報提供料の様式に基づい
て口腔内装置治療の依頼を受けた場合に限り算定する。
　口腔内装置は義歯床用アクリリック樹脂により製作され
た口腔内装置１と熱可塑性樹脂シートなどを歯科技工用
成型器により吸引・加圧して製作または作業用模型に直接
常温重合レジンなどを圧接して製作されたベースプレート
を用いた口腔内装置２がある。
　今回は、口腔内装置２について解説する。

患　者：50歳　女性
主　訴：家族にいびきの指摘をされている。昼間も眠気の自覚がある。
所　見：いびき、昼間の眠気、簡易PSGにてAHI 12 
傷病名：閉塞性睡眠時無呼吸症（軽度）

【解説】
　カルテに紹介元の医科保険医療機関名と情報提供された内
容を記載し情報提供書を添付する。
　歯科特定疾患療養管理料（特疾管）は、厚生労働大臣が定め
る疾患を主病とする外来患者に対して、治療計画に基づき服薬、
栄養などの療養に必要な指導を行った場合に、月２回に限り算
定する。
　本症例のように口腔内装置治療が有効と診断され、医科保険
医療機関または医科歯科併設の医療機関の担当医の医師から
診療情報提供（診療情報提供料の様式に準ずるもの）に基づき、
口腔内装置治療を必要とする場合は特疾管の対象となる。
　カルテには症状および管理内容の要点を記載する。なお、特
疾管を算定した場合、歯管は算定できない。
　共同療養指導計画加算は、指導に先立って、患者の療養を主
として担う医科の主治医と共同して歯科医療に関する総合的な
口腔の療養指導計画を策定し、患者にその内容を文書で提供し
た場合は、１回に限り特疾管に加算する。なお、患者の症状に変
化が生じるなどで計画の見直しが必要になり、改めてその内容
を文書で提供した場合は再度算定できる。
　カルテには患者に提供した文書の写しを添付し、計画策定に
関わった患者の主治医の保険医療機関名と氏名を記載する。
　特疾管は、月２回まで算定できる。
　口腔内装置の調整は、装着時または装着日から１月以内に１
回限り算定できる。
　診療情報等連携共有料１（情共１）は、歯科診療を行うにあ
たり慢性疾患を有する患者または全身的な管理が必要な患者
に対し、その患者の同意を得て歯科診療を行うもの以外の保険
医療機関で行った検査結果などの診療情報などについて、その
保険医療機関に文書など（電話、FAX、メールなど）で提供を求
めた場合に算定する。
　レセプト摘要欄に連携先の保険医療機関名を記載する。

※１

※２

※３

※４
※５

※６

軽度の睡眠時無呼吸であることを説
明。改善のための装置の作用につい
て、治療効果の判定について再検査と
装置の調整が必要であることについ
て同意を得た。

月日 部位 療法・処置 点数

初診4/6 267

-

再診　明細4/13 59

歯科特定疾患療養管理料（特疾管）　
※４ 170

〇〇耳鼻咽喉科より問い合わせあり。

下顎最大前方移動量の確認と移動量
70％で顎位決定。

軽度の閉塞性睡眠時無呼吸症の診断
により、文書による口腔内装置作製の
依頼を受ける。※１

歯科特定疾患療養管理料（特疾管）　
※２ 170

共同療養指導計画加算　※３ 100

-

-

-

-

装置の使用法や装着後のストレッチに
ついて説明。 -

治療計画書を作成し、患者に文書を
交付。
　〇〇病院　主治医〇〇先生
連合印象
（既製トレー＋寒天＋アルギン酸） 2307～ 7

7～ 7

7～ 7
7～ 7 睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内

装置２（SAS-OAp2）装着 2300

咬合採得 283

再診　明細4/20 59

再診　明細5/10 59

歯科特定疾患療養管理料（特疾管） 170

装着後の違和感強いため移動量60％
に顎位調整。 -

いびきや昼間の眠気の改善を認める。 -

装置の清掃や定期的な来院の必要性
について指導。 -

診療情報等連携共有料１
（情共１）　※６ 120

-
口腔内装置の装着による症状改善の
経過報告と終夜睡眠ポリグラフィー
検査に関する情報提供
依頼のため〇〇病院宛紹介状を交付。

口腔内装置調整 -7～ 7
7～ 7

資料請求・お問い合わせは本会事務局共済部まで TEL 011-231-6281

保険医年金 （土）まで

秋の共済募集受付開始！
10/25

予定利率1.225％

締
切
（2026/1/1加入）

(2025年9月1日現在）

休業保障制度 （水）まで12/31
加入時の掛金が満期までずっと上がりません！

締
切
（2026/4/1加入）

（2024年度配当実績：上乗配当0.112％）

運用結果にかかわらず予定利率を保証！

・１口単位で部分解約や積立の払込中断も可能
・受取方法は受給時に選択 気軽に始められます！

運用実績によっては上乗せ配当も
43歳で加入した場合

月々の掛金は
8口加入：2万4,000円
3口加入：　  9,000円

〈給付金額例〉30日間休業した場合
8口加入の場合

自宅療養：129.6万円（免責3日）
入院療養： 192万円（免責0日）

3口加入の場合
自宅療養：48.6万円（免責3日）
入院療養： 72万円（免責0日）

〈資料請求フォーム〉保険医年金の
予定利率が９月から
UPしました！


